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信耳目

詩
注

七
O 

一
二
、
逸
文
。
延
暦
十
三
年
八
月
十
三
日
〉
に
も
、
帝
徳
に
つ
い
て
、

「
負
民
高

り
て
春
の
紅
色
の
花
を
ぢ
か
に
賞
翫
し
た
ま
ふ
」
、

の
意
。

居

の
例
を
み
る
。
因
み
に
『
許
敬
宗
集
』
は
、
す
で
に
奈
良
朝

以
下
、
河
陽
山
埼
の
淀
川
付
近
の
春
景
が

に
伝
来
、

『
大
日

一
ニ
』
参
照
。
な
ほ
許
敬
宗
の
詩
の
投
影
が
『
懐

野
旬
虞
衷
に
遠
し
、
川

に
除
け
し
(
第
三
・
四
句
)

』
の
*
 

「
孤
上
」
は
前
述
の
如
く
「
流
上
」
に
同
じ
く
、
流
れ
の
ほ
と
り
、
こ
こ
は

の
中
に
み
え
る
こ
と
、
嘗
っ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

--， 

郊野
旬。旬
之」
内の

ー寸

旬
Lー

は

E 司

(
巻
一
一
)
張
平
子
「
西
京

股
賑
(

「
五
十
里
為
ニ
之
郊
一

百
里
為
レ
旬
」
、

淀
川
の
水
流
の
あ
た
り
を
い
ふ
。
但
し
「
流
上
」

の
例
未
だ
検
出
し
得
ず
、
和

李
善
注

日
、
五
百

旬
服
」
)

か
も
知
れ
ぬ
。

と
み
え
る
如
く
、
周
代
国
都
の
周
囲
五
百
里
以
内
の
土
地
、
十
里
四
方
の
地
を

後
の
句
の

は
、
天
子
が
車
駕
を
降
り
る
こ
と
。

「
躍
」
は
、

い
ふ
。
こ
こ
は
、

の
先
駆
、
さ
き
ば
ら
ひ
、
或
い
は
御

そ
の
も
の
を
も
い
ふ
。

巻

邑
こ
の
「
喧
鳥
覆
一
一
春
洲
一

r'¥ 

巻

発士
旬。 iz
L 

み
る
如
く

厳
密
な
意
を
も

--， 

三
山
一

一
望
京

二
十
二
)

ー寸

清
躍。
巡

広5北
壇2湖
一ν 回
(収

L 

の

つ
の
で
は
な
く
、
郊
外
の
意
と
み
て
よ
い
。

一寸

野
旬
」ー

。は
L 

は売
の

そ 野の

例里
o ;J>J 

)1国

一寸

日

梁
呉
均

婚
の子
「班
衷本」
」の

可

憐
姫
子
班

群
飛

--， 

(
平
・
日
本
詩
紀
)
を
底
本
「
哀
」
も
し
く
は

b
-
T
 

「
衷
」
に
従
ふ
。
こ
の
字
は
、
心
の
う
ち
、
心
な
ど
の

止
レ
人
清
レ
道
」
)

は
、
そ
の
一
例
l
渚
安
仁

(
巻
七
〉

「
宮
正
設
=
門
間
之
輝
こ

の

李
普
注
に
も
、

婁H

日
、
揮
調
下
止
ニ
行
者
一
清
帯
道
、
若
ニ

Lー

と

意
で
、
の
異
体
字
に
作
る
が
、

*
 

「
寅
衷
」
は
、
天
子
の
御
心
、
天
子
自
身
を
も
い
ふ
。

「清

み
え
る
|
。

。
。

平
楽

(
第
二

に
み
え
る
、

「
一
生
皆
生
ニ
百

ー、

在

「
紅
花
」
は
、
く
れ
な
ゐ
色
の
花
、
赤
い
花
。

~司

b 

(
巻
七
〉
梁

辺
こ

(
『
全
唐
詩
』
巻
八
九

O
)
は
少
い
例
の
一
つ
で
あ
る
。
な
ほ
「
震
衷
」

筒
文
帝
「
戯
作
ニ

一
十
三
韻
」
の
「
偏
使
下
紅
花
散
、

を

(
来
・
一
二
〉
に
作
る
本
も
あ
る
が
、
用
例
検
出
し
得
ず
、
採
用
を

は
、
そ
の
一
例
。

「
封
」
は
、
紅
花
に
相
対
す
る
、
紅
花
に
相
対
し
て
そ
れ
を

。

賞
美
す
る
こ
と
。
二
句
は
、

「
天
子
は

整
へ
て
淀
川
の
ほ
と
り
に
出
か

後
の
句
は
、
前
の
句
の
田
野
の
眺
望
に
対
し
て
、

川
辺
の
な
が
め
。

ー寸

) 11 

け
よ
う
と
思
は
れ
(
淀
川
の
あ
た
り
に
行
幸
し
よ
う
と
さ
れ
て
出
御
し
)
、
御

」
は
、
川
や
沢
。
淀
川
付
近
の
湿
地
地
帯
を
さ
す
。

『
毛
詩
』



、

ー「

「
猿
」
と

声
聞
ニ
子
野
一
(
毛
伝

ハ
沢
也
」
)

(
北
周
庚
信
「
問
疾
封
中
録
」
)

と
み
え
、
沢
を
い
ふ
。

『
文
選
』
の
一
例
に
、
曹
子
建
「
洛
神
賦
」

(
盛
唐
王

-， 

の、

な
ど
が
あ
る
。

「
深
」
は
、

れ
る
、
龍
る
の
意
で
あ
ら
う
か
。
も
し
さ

」
株
-
一
剛
山
乎
芝
田
一
(

ー寸

ハ
沢
也
」
〉

う
と
す
れ
ば
、
想
像
的
な
景
で
あ
る
。
し
か
し
猿
は
鳴
く
も
の
と
し
て
詩
の
世

が
あ
る
。

界
に
登
場
す
る
。
こ
こ
で
も
猿
の
声
に
中
心
を

い
て
、
深
く
山
か
ひ
で

「
容
望
」
は
、
天
子
が
遠
く
を
望
見
し
た
ま
ふ
こ
と
、
天
子
の
眺
望
。
「
容
」

て
鳴
く
こ
と
と
解
し
、
聴
覚
的
な
景
と
み
た
い
。

は
、
前
田
本
の
「
叡
」

に
同
じ
く
、
聡
明
の

、
ひ
ろ
く
天
子
に
冠
ら
せ
る
美

t土

の
ー、。た

ち
'-

め
た
中

立
vつ

木
。
唐
詩
の
、

称

こ
の

「容」

と

の
句
の
「
庚
」
と
は
対
比
し
、

A
 

の
「
容
覧
山
川
匝
、
震
心
宇
宙
該
」
は
、
そ
の
一
例
。

初
唐
鄭
情
「

レ和レ

歴
乱
控
旗
転

参
差
壷
樹
入
コ
煙
害
一

〈
初
唐
趨
彦
昭
「
奉
レ
和
z
初

幸
一
三
会
寺
一

-， 

」
は
、
前
の
句
の
「
遠
し
」

の

、
遁
か
な
こ
と
、
進
か
に
見
渡

進
看
一

春
幸
一
一
太
平
公
主
南
荘
こ
)

一
近
入
千
家
散
エ
花
竹
一
(
盛
唐
王
維
「
桃
源
行
」
〉

さ
れ
る
意
。

0... 

(
巻
八
〉

「
七
夕
」

(
「
雑
詩
三
首
」
)
の
、

な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

隔
A 拘
相
望
近企

、

「
贈
=
学
仙
者
こ
の

「
峡
」
は
、
山
か
ひ
、
山
峡
。
第
二
例
の

-， 
桃

。。

「占

尋
レ
師
海
路
除
」
は
、

そ
の
例
で
あ
る
。

二
句
は
、

「
郊
外
の
田
野

知
有
一
一
人
事
「
世
中
遁
望
空
エ

山
こ
と
み
え
る
の
は
、
そ
の
一
例
。

は
天
子
(
の
御
心
〉
に
遠
く
ひ
ら
け
て
見
え
1

天
子
は
遠
く
ひ
ら
け
た
田
野
を

前
の
句
の

の
背
後
の
山
峡
の
景
に
対
し
て
、
後
の
句
は
淀
川
の
川
辺
付

見
そ
な
は
し
|
、
川
や
沢
は
天
子
の

に
遥
か
に
見
え
る

l
天
子
は
造
か

と
の

近
の

立。独景
如立。

依

岸
雪

飛
似

向

池
泉

「
立
」
は
、
長
い
足
の

カ
水
辺
に
立
つ
こ
と
。

の
詩
の
、

な
川
辺
の
湿
地
地
帯
を
望
見
し
た
ま
ふ
!
」
、

の
音
ω

。

、

(
王
昌
齢
「
送
=
章
十
二
兵
曹
こ
)

次
の
二
句
は
、

の
背
後
に
あ
る
山
峡
の
猿
と
淀
川
べ
り
の

-， 

L 

'--' 

対
比
、
名
調
止
め
。

は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

は
深

の
峡
、

は
立
つ

の
沙
(

王
・
六
句
〉

-， 

は
、
波
の
去
っ

そ
の
名
残
を
い
ふ
。

ま
で
の
例
を
検

ー唱

詩
注

七



ー唱

詩
注

七
二

出
し
得
な
い
が
、

(
巻
中
)
所
収
の
、

「
漂
母

蔦

一、

ニ
子
松
栢
一
〈
毛
伝
「
蔦
ハ
寄
生
也
。

• 

ノ、

岸
」
の
、

也
」
)

暮

国
一
波
痕
一
(
『

文
化
七
年
板
本
な
ど

と
み
え
、
松
な
ど
に
か
ら

の
ー，
不
L ん
きだ
松。詩
上は
。少
ーな
公く
誌な
互主 L 、
画'T 0 

f乍
""'Il 

「。玉

に
作
る
〉

(
巻
七
〉
梁
武
帝
「
古
意
」

や

-， 

の
「
波
痕
空

レ視、

レ
勝
レ
裾
」
は
、

多

葉
落
根
不
レ
移
」
や
、

少
参
考
に
は
な
ら
う
。

「
沙
」
は
、

ま
さ
ご
、
砂
に
同
じ
。

。
。

二
句
は
、

-， 

一}石径「

、、
}為
3
1
J
O

ニ
お
料
相
聞

l
-

宮
の
背
後
の
山
で
は
)

の
か
か
る
樹
木
の
山
か
ひ
に

っ
て
鳴
き
、

な
ど
も
、
そ
の
例
。

の
前
面
の
淀
川
べ
り
で
は
)

は
波
の
寄
せ
た
跡
の
残
る
砂
の
上
に
静

「
院
」
は
、

、
垣
の
内
な
ど
を
い
ふ
が
、
こ
こ
は
建
物
に
固
ま
れ
た
中

か
に
立
っ
て
ゐ
る
」
、

の音品。

。庭

の
中
庭
を
さ
す
。

照
都
「
宿
一
一
玄
武
二
一
首
L

の、

ー寸

、

次
の
ニ
句
は
、
庭
や
人
家
な
ど
住
居
を
め
ぐ
る
名
詞
止
め
の
対
句
。
近
景
と

L-. 

(
第
二
首
)
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

遠
景
と
の
対
比
。

後
の
句
は
淀
川
付
近
の
民
家
の

景

「
春
窓
」
は
、

一寸

(神・

の
院
、

の
家
(

-
第
八
句
)

平
)
に
作
る
本
も
あ
る
が
、

「
窓
」
・
「
膿
」
は
同
じ
字
。
春
の
窓
の
意
を
も
っ

前
の
句
は

に
関
す
る
も
の
。

「
古
様
」
は
、
古
く
な
っ

の

「
春
窓
」
は
例
は
多
く
な
い
が
、
北
周
庚
信
の
詩
の
、

春
望
上
ニ
春
蓮
「
春
窓
四
面
開
(
「
春
望
」
〉

管
粛
史
吹
、
朱
鳥
春
窓
玉
女
窺
(
「
楊
柳
歌
」
〉

家
の
棟
か
ら
軒
に
掛
け
渡
し
て

う
け
て
ゐ
る
横
木
、
即
ち
「
た
る
き
」

が
こ
の

「様」

で
あ
る
。

『
釈
名
』

(
巻
五
「
釈
宮
室
L

〉

「
楠
ハ
硝
也

。
。

•••••• 

ニ
之
穣
↓

様
ハ
伝
也
、

相
伝
次
而
布
列
也
。

之
槙
一
:
:
:
列
衰

下、

/ー、
-， 

レ
和
レ
示
=
内
人
こ
)

垂
也
」
と
み
え
る
。

な
ど
は
、
注

ベ
き
詩
語
で
あ
ら
う
。

の
上
代
文
学
に
及
ぼ
し
た
影

は

松
に
か
ら
ん
だ
蔦
か
づ
ら
の

(
サ
ル
ヲ
ガ
セ
の

。
V 

'-

に
つ
い
て
は
、
嘗
っ
て

た
び
と
な
く
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
。

t主
一寸

と
も
い
ふ
|
『
広
雅
』

(
釈
草
)
に
、

J、

「
楊
柳
家
」
は
、
ゃ
な
ぎ

Tこ

。

「
楊
柳
」

に
つ
い
て
は
、

ωの

也
、
兎
糸
也
」
と
み
え
る
|
。

『
毛
詩
』

「
頭
弁
」
〉
に
、

六
句
参
照
。
楊
柳
に
関
す
る
詩
は
、

『
玉
華
新
詠
』
、
た
と
へ
ば
、



沈
約
「
雑
詠
五
首
・
春
詠
」

(
巻
五
)

後
の
句
の
「
山
舘
」
は
「
山
館
」

(
来
・
陽
)
に
同
じ
。
山
辺
の
旅
館
、
宿

簡
文
帝
「
和
-
雨
東

ニ
ニ
首
・
折
楊
柳
」

(
巻
七
)

屋

盛
唐
王
昌
齢
「
宴
ニ
春

こ
の
「
与
レ

一、

伝ニ

に
み
る
如
く
、
男
女
の
恋
情
の

に
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、

の
家
」

こ
は
、
そ
の
一
例
。
但
し
こ
こ

倒
「
山

(
「
河
陽
十

或
い
は
、

む
女
人
の
家
を
意
味
す
る

」
と
す
る
淀
川
べ
り
に
遊
女
の
出
没
す
る
こ
と
を
思
へ
ば

カ
少
な
く
な
い
。

詠
」
第
四
首
)
の

館
」
に

「
山
寺
不
レ
知
何
処
在
、

一
峯
」
に
み
る
寸
旅

と
い
へ
ば
、
帰
ら
ぬ
夫

じ
く
、
山
辺
に
あ
る
旅
の
宿
、
行
在
所
、
即
ち

さ
す
と

(
大
江
匡
房

「
遊
女
記
」
・
「
和
泉
往
来
」

な
ど
〉
、
彼
女
た
ち
の
柳
の
家
を
想

み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

し
、
多
少
空
想
の
あ
や
糸
を
ひ
ろ
げ
で
も
あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
へ
な
い
で

「
鳳
庭
」

の
お
庭
。

tま

あ
ら
う
|
わ
た
く
し
は
こ
こ
に
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
運
河
べ
り
の

「
窓
の

初
唐
李
幡

『
李
晴
百
(
二
十
)
詠
』

の

「
葉
生 の
意

天
子

花冠
落ら
鳳。せ
庭。る
隈語

道
側
、

女
」
を
想
ふ
|
。
と
は
い
っ
て
も
空
想
は
恐
ろ
し
い
。
こ
こ
で
は
や
は

(
「
塊
」
)
は
、
そ
の
一
例
。

を

た
民
家
と
解
し
て

判
断
は

に
一
任
。
二
句
は
、

「
古
い

「、超」

t主

か
な
意
。

第
三
句
の

33庖
」

に
同
じ
。

『
毛
詩
』

/【¥

る
木
の
さ
が
る

の
蔦
の
か
ら
む
松
の
中
庭
(
が
あ
り
)
、

(
川
べ
り
に

南
・
汝
墳
)
の
、

は
)
春
の
窓
を
あ
か

L 、

の
家
(
が
見
え
る
)
」
、

の卓志。

既
見
エ
君
子
「
不
ニ
我
趨
棄
一
(
毛
伝
「
遮
ハ
遠
也
」
)

次
の
二
句
は
、
川
辺
と
山
辺
の
遠
近
の
対
比
。
川
辺
付
近
か

の
あ
た

は
、
古
い
訓
話
の
例
で
あ
る
。
ニ
句
は
、

「
水
辺
の

す
江
ど

の
漁
取
り
す
る
入
江

り
を
眺
め
た
景
。

は
ま
近
く
、
山
辺
の
行
在
所
の
庭
は
遥
か

に
あ
る
」
、

の
意
。

水
郷
漁
浦
近
し
、
山
舘
鳳
庭
遣
し
(
第
九
・
十
句
〉

次
は
人
の
い
と
な
み
に
関
す
る
対
句
。
時
間
的
に
い
へ
ば
、
昼
間
と
早
朝
の

ー「

は
、
水
辺
に
臨
む
村
落
。
こ
こ
は
淀
川
べ
り
の
村
落
。

の
「
大
江
分
-
エ
ル
派
「
森
漫
成
一
一
-

w
こ

対
比
。

然
「
自
ニ
溝
陽
一
定
レ
舟
経
-
扇
海
一
作
」

遅
日
に

く

に
鱗
ふ
(
第
十
一

-
十
二
句
)

は
、
そ
の
一
例
。

の
句
は
、

の

の
景
。

ー「

は
、
老
練
な
畑
作
り
、
野

婦

宜、「
域開
ー浦
L Lー

のは
-， 
。魚
。を
捕
る
入
江

淀
川
の
そ
れ
。

五

莱
{乍

奨2り
遅チの
請人
与を
ー.
~ ¥， 、
ふ

『
論
語
』

〆「

の

、
人
家
春
穀
窃
」
は
、
そ
の
一
例
。

。
子
日
、
我
不
レ
如
二

-ー。

学
レ

日
、
吾
不
レ

E司

詩
注

七
三



ー唱

詩
注

七
四

νゾ

如
=
老
圃
-
:
:
:
鷲

の
中
に
出
帆
の

を
す
る
」
、

の
意
。

に
基
づ

ー苛

「
樹
ニ
菜
競
一
日
レ
圃
」
、

梁
の
皇
侃
『
義

次
の
二
句
は
、

と
川
辺
の
対
比
。

疏
』
に
、

「
圃
者
、
種
レ

」
と
み
え
る
。

岸
除
く
し
て
液
乳
生
ず
、
洲
暖
か
く
し
て

(
第
十
三
・
十
四

へ
る
語
。

盛
唐
李
白
ー「

/¥ ょの
sど
か

(ヲな

巷 g春
LEのの
のは日

ネ~.。

;「a 祁e 『
晋:た毛

日2吉
を
踏
ま

包

Y
J
Y
O

(
 

旬、J

「
遅
日
」
は
、

「
七
月
」
〉
の
、

遅
く
流
れ
る
日
、

「
春
日
遅
遅
と
し

「
岸
陰
」
は
、
岸
に
は
か
げ
り
が
あ
っ
て

ぃ
、
の
畠
息
。

「
岸
」
は
山
辺
の

ー、

と
も
川
辺
の
そ
れ
と
も
解
し
得
る
が
1

郁
蕗
行
『
爾
雅
義
疏
』

(
釈
丘

新
花
艶
ニ
舞
衣
こ

は
、
そ
の
一
例
。

「
岸
」
)
参
照
|
、
し
ば
ら
く
対
句
の
関
係
上
、

前
者
に
従
ふ
。

こ
の
場
合
は

tま

『
釈
名
』

(
「
釈
用
器
」
〉
に
、

ハ
助
也
、
去
レ

エ
苗
長
一

の
背
後
の
崖
を
さ
す
。

也
」
と
み
与
え
る
如
く
、

の
「
す
き
」
、
こ
こ
は
動
詞
す
く
、

の-意。

ー「

は
、
洞
穴
な
ど
に
垂
れ
る
鉱
物
の
液
、

(
石
乳
)
を
い
ふ

に
作
る
が
、

垂
れ
て

の
で
あ
ら
う
。
こ
れ

し
、
氷
柱
の
如
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
未
だ
検
出
し
得
な

の
一
種
で
、
炭
酸
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を
含
む
水
液
が

の
「句
商本は
帆
」田

を
底
本
の

に
対
し
て
、
淀
川
付
近
の
舟
人
の
早
朝
の

を
述

べ
る
。

「
高
帆
」

f町、

「
商
イ
」
)

商

帆

(
来
・
神
)
に
従
ふ
。
商
売
用
の
船
、
商
人
の
帆
船
。
用
例
未
だ
検
出
し

、事、、レ『
U

L
4
μ
J
4
 吹

石A 子
手L。和

野通

士
こ

の

得
な
い
。
淀
川
付
近
は
当
時
船
着
き
場
で
あ
っ
た
た
め
船
の
出
入
の

や
か
さ

一

「
本
草
。

が
偲
ば
れ
る
。

一一
円
石
乳
・
竹
乳
・
茅
山
乳
」
〉

は
、
早
朝
の
空
の
赤
く
焼
け
る
こ
と
、
朝
や
け
。
早

が
す

や

「
過
一
一
東
山
谷
口
こ
の
「
古
苔
依
レ
井
被
、

み
(
大
系
本
)
で
は
な
い
。

梁
人
何
遜

「
暁
発
」
の

初
日
「
清
風

は

「
液
乳
」
の
参
考
に
な
る
。

こ
は
、
そ
の
一
例
。

の
句
は
、
淀
川
の
洲
の
景
。

す

「
洲
」
は
川
の
洲
、
砂
の
あ
る
洲
、

ω
の
詩

「
蟻
」
は
、
舟
の
出
発
準
備
を
す
る
こ
と
、

ふ
な
よ
そ
ほ
ひ
。

。

『
文
選
』

の
第
八
句
「
汀
洲
」
参
照
。

(
巻
四
)
左
太
沖
「
萄
都
賦
」
の
「
試
-
永
客
一

こ
は
、
そ
の
一
例
。

二
句
は
、

は
の
ど
か
な
春
の
日
に
田
畑
を
す
き
、
商
人
の
船
は

紀
の
「
神
代
紀
」

ー「

董
芽
Lー

は

にあ
みし
えの
る芽
ー寸

葦畠し ー寸
牙S芽
L Lー

には
-， 

牙
L-

じ
。
二
句
は
、

〆ヘ
神

脇
¥J 

は同
くじ
ら。

く記
石柱



手LZ
カ冶り

生
じ

川
の
す
は
暖
か

の
芽
が
長
く
の
び
て
ゐ
る
」
、

の
意
。

を
さ
す
か
も
知
れ
ぬ
。
も
し
さ
う
な
ら
ば
十

の
年
齢
に
な

以
上
の

景
は
一
転
し
て
君
主
に
は
ベ
る
人
馬
や
車
へ
と
移
る
。
二
句
は
対

り

」
は
幼
童
の
内
親
王
の
形
容
に
ふ
さ
は
し
い
。
後
考
を
侠
た
う
。

句
。
第
五
・
六
句
及
び
第
七
・
八
句
と
同
じ
く
名
詞
止
め
。

二
句
は
、

「
あ
や
の
あ
る
衣
服
の
装
束
を
し
た
臣
下
の
馬
、
わ
げ

し
た

安
王
一
拝
ニ
征

一
童
ご

ヵ:

に
立
ち
並
ぶ
)
」
、
の

う
ま
や

次
の
二
句
は
、
山
埼
の
駅
家
B

離
宮
を
眺
め
た
景
で
あ
る
が
、
作
者
の
位

み

な

せ

で
な
い
。
西
の
水
生
野
、
或
は
南
の
川
辺
付
近
か
ら
山
辺
の
方
向
を
眺

絢
服
侍
臣
の
馬
、

(
第
十
六
・
十
六
句
)

内
親
王
の
車
(
が

ー「

」
は
、
あ
や
の
あ
る
美
し
い
服
。の

「例
。は
。少
な
く

「為--始
t工

ー司

の
指
摘
す
る
一
例
で
あ
る
。

「
鞠
」
に
つ
い
て
、

系
『
玉

め
た
景
か
。

駅
門
迫
陪
に
臨
む
・
亭
子
高
砲
に

る
(
第
十
七
・
十
八
句
〉

、
素
以
為
レ
絢
号
、
馬
融
目
、
絢
ハ
文
貌
也

ま
「
八

「
駅
門
」

は
、
駅
(
宿
駅
)
の
出
入
口
の
門
、
こ
こ
は
山
埼
の
そ
れ
。
こ
の

の
本
文
)

地
は
「
河
陽
」

(
淀
川
の
北
)
と
呼
ば
れ
、
駅
家
の
一
つ
で
あ
り
、
四
通
八

と
み
え
る
。

天
子
の
傍
に
は
ベ
る
臣
。

太
平
公
主
南
荘
一
応
制
」
の
「
此
日
侍
臣
将
レ
石
去
、

「
侍
臣
」
は
、

初
唐
宋
之
問
「

レ和
z
春
初
幸
一
一

の
地
と
し
て
名
高
い
こ
と
、
前
述
「
遊
女
記
」
の
冒
頭
に
、

よ

ど

お

日

か

は

自
ニ
山
城
国
与
渡
津
(
浮
一
一
巨
川
一
西
行
一
日
、

調
ニ
之
河
陽
↓

往
ニ
返
於
山

一
金
回
こ
は
、

陽
・
西
海
・
南
海
三
道
一
之
者
、
莫
レ
不
レ
遵
ニ
此
路
-
:

そ
の
一
例
。

と
み
え
る
。

「
駅
門
」
の
例
、

の
詩
に
未
だ
検
出
し
得
な
い
。

後
の
句
の
「
垂

t主

ら
す
こ
と
。

こ
の

ィ

， 
y 

tこ t土
問、

じ
く

髪
を
た

91 

凌

(3) 

ー寸

;自「
酒。」迎

即栢
趨ち」
「の

ー寸

遠」迎
也は」
。、 t工
組。

遠 「
週
」
に
同
じ
。
遥
か
に
遠
く
続
く
道
路
を
い
ふ
。

「
神
泉
苑
花
宴
、

(
釈
詰
)
に
、

ぱ
ね
た
髪
型
、
わ
げ
、

か
づ
ら
の
一
種
。
北
周
庚
信
「
春
賦
」
に
、

「
叙
染
多

而
語
レ

、

と
み
え
る

l

選
註

と
み
え
、

「
陪
」
は
、
原
本
系
『
(
陪
)

、
南
北
為
レ
肝
、
東
西
為
レ
阪
。
広
雅
、
陪
ハ
道
也
。

い
意
。

為
レ
東
日
レ

「
公
主
」
は
、
内
親
王
。

の
あ
ま
た
の

の
う
ち
、
後
の
詩
人
有

と
み
え
!
な
ほ

「肝」

に
つ
い
て
、

「
南
北
日
レ
肝
。

、

肝
ハ
陪
也
」
と

=J 

詩
注

七
五



国唱

詩
注

七
六

み
え
る
|
、
東
西
南
北
に
通
じ
る
道
、
道
路
を
い
ふ
。

「
週
間
」

『
文
選
』
ハ
巻
二
十
二
)
飽
明
遠
「
行
薬
至
-

の

の

語。勿
陪。 vコ

と
述
べ
、
釈
大
典
『
文
語
解
』
の

サ
ヒ
ハ
ヒ
ニ
」

の
条
に
、

L 

枯
也
、
幸
也
、
利
也
ト
注
ス
:
:
:
皆
タ
ノ
ム
ト
云
義
ヨ
リ
転
ズ

(
巻
五
)

延
敵
歴

こ
が
あ
る
。

「
幸
」
と

の

考
へ
て
み

後
の
句
の
「
亭
子
」
は
、
盛
唐
詩
に
み
え
は
じ
め
る
語
。

頭
春
暁
」
の
第
一
句
「
江
頭
亭
子
」
参
照
。
こ
こ
も
同
・

江

の
こ
と
で
も
あ

の
中
の
小
建

築
物
を
い
ふ
。

め
ば
、

「
高
砲
」

tま

高
い
木
々
に
咲
く
花
。

「砲」

t土

花
び
ら
、

花

l
『説

に
つ
い
て
、

「
タ
ノ
ム
。

(
取
要
)

文』

「
砲
ハ
華
也
」
|
。

恐
ら
く
「
高
花
」

の
意
で
あ
ら
う
。

「
高
商
」

の
例

と
み
え
る
l
、
む
し
ろ
今
回
は
こ
の
よ
み
に
従
っ
て
置
く
。
な
ほ
「

」
は
よ

は
未
だ
検
出
し
得
な
い
が
、
参
考
と
し
て
「
高
花
」

の
一
例
を
示
せ
ば
、
北
周

い
利
点
を

る
こ
と
で
も
あ
り
、

「
幸
に
天
覧
に
陪
る
こ
と

り
」
と
も
訓

庚
信
「
詠
-
-
画
扉
風
詫
巳
二
十
四

断
岸
「
高
花
出
ニ
迫
楼
一
(
第
五
首
)

め
よ
う
。

「
天
覧
」

は
、
天
子
が
見
そ
な
は
す
こ
と
。
用
例
未
だ
検
出
し
得
ず
、

と
み
え
る
。
二
句
は
、

「
駅
家
の
門
は
遠
く
続
く
道
路
に

み

ち
ん

の
4

亭
は

カ‘。

天
覧
に
「
陪
す
」

の

「肱問」

t主

は
ベ
る
、

従
ふ
こ
と
。

高
い
木
々
の
花
の
中
に
隠
れ
て
ゐ
る
」
、

の音山。

層圏自

に
あ
ま
た
の
訓
詰
の
例
文
を
示
す
が
、
そ
の
中
に
、

次
』主

に
み
る
如
く
、

な
結
び
。

野
玉
案
、
陪
猶
レ
随
・
:
爾
雅
、
陪
ハ
朝
也
。
郭
瑛
目
、
陪
位
為
レ
朝
也
(
『
爾

幸
に
天
覧
に
陪
る
に

、

じ
星
渚
の
査
に
ハ

-
二
十
句
)

雅
』
は
「
釈
言
」

の
項
)

-， 

t主

『
古
典
文
学
大
系
』
の
訓
に
は
、

ー寸

に
」
と
訓
ん
で
み

と
み
え
る
。
朝
廷
関
係
の
結
句
に
こ
の
「
陪
」
は
よ
く
用
ゐ
ら
れ
、

一
観
ニ
打
越
「
応
制
」
の
「
今
日
陪
ニ

た
。
そ
れ
は
、

『
訓
訳
一

(
巻
五
)
に
、

「
幸
・
頼
」
を
一
群

「幸-一

ー、

不
レ
可
レ

は

と
み
な
し
て
、

そ
の
一
例
。

O
幸
ハ
シ
ア
ハ
セ
ト
一

ナ
リ
。

O
頼
ハ
カ
カ
ッ
タ
ー
ハ
ト
云
意
、

コ
レ

後
の
句
の

は
、
反
復
、
再
現
な
ど
を
示
す
助
字
。

「
同
」
は
同
じ
、

ガ
マ
ダ
タ
ノ
ミ
ジ
ヤ
ト
云

。

似
る
の

「
還
同
」

の
例
は
、
唐
詩
に
例
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。



向。

湘
水
。浜

上

「
三
月
三
日
登
エ
龍
山
こ
)

あ
そ
ば
さ
れ
る
こ
と
に
陪
従
す
る
こ
と
を
う
ま
く
得
て
、
そ
の

し
さ
は

棄
レ
妾
逐
一
一
新
人
一

(
盛
唐
王
謹
「
後
庭

ま
た
い
か
だ
に
乗
っ
て
天
の
河
の
星
の
な
ぎ
さ
に

る
や
う
な
思
ひ
に
同

如
君
貴
レ
偽
不
レ
貴
レ
真
、

怨
」
)

じ
しー

(
幸
ひ
に
も
お
伴
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
天
上
の
星
の
渚
ま
で
も
浮
き

は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

木
に
乗
っ
た
や
う
な
喜
び
と
な
ほ
ま
た
同
じ
ゃ
う
な
思
ひ
が
す
る
)
、

の
音
ω

。

初
唐
蘇
味
道
「

の

天
の
河
の
星
の
か
か
る
な
ぎ
さ
。

「
粁
齢
帯
-
孟
渚
{
弱
死
架
エ
天

tま

こ
は
、
そ
の
一
例
。

「
査
」
は
、

「櫨」

(
音
サ
)
、

「桂」

(
音
サ
)

じ
く
、

、、
.
2
-

、

t
u
w
A
μ
ふ
れ

浮
き
木
な
ど
を
い
ふ
。
こ
れ
は
河
源
を
尋
ね
て
植
に
乗
り
天
上
に
行
つ

1 

の
名
高
い
伝
説
を
踏
ま
へ
る
。

『
荊
楚
歳
時
記
』

(
『
歳
時
広
記
』
巻
二
所
収
)

2 3 

乗
レ
桂
経
レ
月
而
至
二
処
一
見
ヨ
城

4 

一

郭
如
ニ
官
府
吋
室
内
有
一
二

間
ニ
厳
君
平
吋

日
、
此
是
何
処
。
答
目
、
可
レ

5 

-• • • • 

石
一
与
レ

0
 

••••• 

6 

と
み
え
る
。
類
似
の
伝
説
が

広
集
本
『
剤
楚
歳
時
記
』
に
、

-， 

1日

7 

説
、
天
河
与
レ
海
通
。
近
世
有
レ
人
居
二
海
渚
-
者
、
毎
年
八
月
、
有
下
浮
レ
桂
去
来

8 

不
。
失
レ
期
:
・
」
と
も
み
え
、
ま
た
『
博
物
志
』
に
も
、
殆
ん
ど
こ
れ
と
同
文
の

9 

例
が
み
え
る
。
す
で
に
『
懐
風
藻
』
に
も
、

星
客
乗
レ
査
遼
(
藤
原
史
M
W

「
遊
ニ
吉
野
一
」
〉

こ
れ
ら
を
踏
ま
へ
た
、

10 11 

即
是
乗
レ
控
客
、

上
情
(
箭
集
轟
麻
呂
制
「
侍
議
」
〉

12 

な
ど
の
句
が
み
え
る
。
二
句
は
、

「
幸
ひ
に
も
天
子
が
春
の
の
ど
か

め
を

13 

圃咽

詩
注

ち

ん

の

と

な

が

め

御
製
「
春
の
日
の
淀
川
べ
り
の
亭
の
閑
け
き
眺
望
」

に
唱
和
し

て、

仲
雄
王
へ

お

も

淀
川
の
辺
を
思
ほ
し
、

4
S
宜

〈

れ

な

ゐ

む

め

を
降
り
た
ま
ひ
紅
の
花
を
対
か
ひ
て
賞
、
づ
。

会

み

み

E
Eる

君
主
が
御
心
に
遠
く
ひ
ら
け
、

会

み

み

め

君
主
が
御
眼
に
遥
け
し
。

天E首
子;

川固
まま
たた
沢5野

から波

ら寄
むせ
松し
の名なふ
内2残E樹会
庭2の々e
、は沙3の
にと峡宮

tま t工
丈5く
高く
くも
立り
って
鳴
く

柳
し
だ
る
家
。

商3老5山水あ
ふなしのベか
船主固た御君の る
びび宿5郷Eく

石信とと 開
手LZ 仮哲漁Zく
り朝ま長官事取ど春
滴長明げきのるの
りの春2庭浦2窓
、赤日ひ遠近

きにしく
気砂固た
に鋤す

舟をき
ょ、
そ
ふ

七
七



圃咽

詩
注

15 14 

ず

あ

し

か

ぴ

@

洲
暖
か
く
葦
芽
伸
ぶ
。

畠

や

と

も

び

と

文
ご
ろ
も
一
け
し
侍
臣
そ
の

も

と

ど

り

ひ

め

み

E

み
〈
る
ま

量
垂
ら
す
皇
女
そ
の
御
率
。

う

ま

や

の

ぞ

駅
の
門
遠
き
路
に
臨
み
、

か

り

み

や

由

ち

ん

か

く

亭
子
高
き
木
の
花
に
隠
る
。

き

い

は

ひ

き

み

が

み

そ

E
な

ひ

き

ぷ

幸
な
る
か
も
天
覧
に
陪
ら
ふ
に
よ
り
て
、

な

eさ
い

か

だ

に

の
渚
の
桂
に
乗
る
に
似
た
り
。

、

16 17 18 19 20 

な
ほ
ま
た
そ
の
喜
び
ぞ

注
¥..，/ 

--，ノ、
四句第
b 「十
。品。九
。句

の
一
例
、
斉
謝
眺
「
詠
一

齢
景
及
-面
枝
こ

こ
の
第
五
・

木
部
「
西
」
作

(
こ
じ
ま

の
り
ゆ
き
〉

七
J'、

葉

複
製
合
冊

分
売

上
製
本

A

5
判

(
表
紙
少
汚
)

各
五
、

0
0
0円

送
料
四
一

O
円

。
二
六
貝
万
(
=
一
三
、

一
)

J
三
七
号
(
三
五
、

¥ーノ

十

冊

。
一二
八
号
(
三
六
、

一
)

J
四
九
号
(
三
八
、

¥ノ

十

冊

。
五

O
号
(
三
九
、

¥ーノ

一
冊

一〉

J
六
一
号
(
四
一
、
十

。
六
二
号
(
四
二
、

一
)

J
七
二
号
(
四
四
、

十
一
)

冊

〒
601-11 

申
込
先

京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町
九
一

O
l八
O地



予:

i告

O
お
知
ら
せ

学
会
の
運
営
と

一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

開
催
日一
日
公

大
会

第
四
十
四
回
全
国
大
会
を
、
光

よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

記平
成
三
(
一
九
九
一
)
年
十
月
二
十
六
日
(
土
)
よ
り

十
月
二
十
六
日
(
土
〉

+
四
回

* 

O 

子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の

は

次

号

以

降

し

ま

す

。

日
以
降
、

大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
に
移
管
し
ま
す
。
本
号
発
刊

五
八
)
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

電
話

(
O六
)
六

O
五
l
二
四
一
四

御
投
稿
等
は
右
あ
て
に
い
ま
す
。

。

に
て
扱
い
ま
す
の
で
、

師

京
都
大
学
教
授

専
修
大
学
教
授

足

* 
機
関
誌
の

し
ま
す
。

売
元
及

先
を
、
大
地
か

に
変
更

懇
親
会

。
第
一
一
日
十
月
二
十
七
日
〈
日
)

研
究
発
表
会

。

計
画
中

(
郵
便
番
号
五
四
二
)
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社

(
取
締
役
社
長
前
田
成
雄
)

(
O六
)
二
一
一
|
六
二
六
五
(
代
〉

マ

表
者

第
四
十
四
回
全
国
大
会
で
の
研
究
発
表
者
を
ま
す
。
発
表
御
希
望

の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨
〈
八
百
字
以
内
〉
を
添

え
て
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)
宛
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

。
内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

。

時

間

三

十

分

〈

発

表

二

十

五

分

、

質

疑

応

答

分

)

平
成
三
(
一
九
九
一
〉
年
六
月
三
十
日

*
な
お
、
の
納
入
先
及
び
振
替
番
号
(
大
阪

O
l二
九
一
四
七
番
)
は

従
来
の
ま
ま
で
す
。
ま
た
、
右
の
変
更
に
基
づ
く
会
則
等
の
変
更
は
次
号
に

し
ま
す
。

。

予

止と
Bコ

七
九



号話

訂

所

名

住

会

名氏

会
員
名
簿
補
訂

入会

台3 21ー34

市中

654 

370 

0726-88-0814 高槻市松が丘3 32 21 569 

子

期

館

子

金川玲

群馬女子
大学図

小寺宏

大宮市蓮沼1085 17 330 男一橋高

京都市上京区，烏丸今出川寺町西入602 

06-359:"'0479 大阪市北区本庄東3 8 3 401 531 夫員リ家

ユニコンピノレ301子 350-13狭山市新狭山3 9 宏岡

中

室

国東郡安岐町西本木野団地2 105 伸 873-02回111 

京都市伏見区西場町872

変更(改姓・変更・表示を含む)

612 宏信田士ロ

磯城郡三宅町伴堂136 9 636-03奈良昭良江

京都市山科区榔辻封シ川町37
プノレリオン榔辻408

607 美智子槻大

J¥ 
O 

尼崎市上の島町1ー31 20 661 子美中田



編

後

言己

。
お

~ 

O
吉
井
氏
の
論
は
、
昨
年
の
講
演
、
の
は
一

昨
年
の
研
究
発
表
に
基
づ
く
も
の
。
内
田
氏
の
市

は
孝
徳
紀
歌
謡
に
新
た
な
出
典
を
提
出
し
た
も

の
。
小
島
氏
か
ら
は
詩
注
の
続
き
を
頂
い
た
。

O
こ
の
た
び
、
「
お
知
ら
せ
」
の
項
に
記
し
た
よ
う

に
、
本
部
と
発
売
元
と
を
変
更
し
た
。
本
部
は
学

会
発
足
以
来
長
年
に
亙
っ
て
関
西
大
学
に
お
願
い

し
て
き
た
。
そ
の
問
、
故
吉
永
登
氏
、
木
下
・
神

堀
両
氏
に
は
た
い
へ
ん
な
ご
尽
力
を
頂
い
た
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
発
売
元
大
地
の
康
部

氏
に
は
煩
現
な
事
務
の
一
切
を
お
引
き
受
け
頂

き
、
氏
の
行
き
届
い
た
配
慮
の
下
に
『
高
葉
』
の

発
行
が
行
わ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
目
下
、
療
養
中
に
あ
る
氏
の
一
日
も
早
い
ご

恢
復
を
お
祈
り
し
た
い
。

O
新
た
に
本
部
は
大
阪
市
立
大
学
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
事
務
引
継
ぎ
上
の
手
違
い
な
ど
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
発
売
元

は
清
文
堂
出
版
・
前
田
氏
が
引
き
受
け
て
下
さ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を

願
い
た
い
。

O
内
田
氏
か
ら
投
稿
が
あ
っ
た
の
で
、
臨
時
に
編
輯

の
責
を
負
う
こ
と
と
な
り
、
後
記
を
代
っ
て
記

す

。

ハ

井

手

至

〉

の
御
寄
贈
は
学
会
本
部
あ
て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
こ
れ
に

応
ず
る
。

• 

1 

ム冨

一

、

本

会

は

称

す

る

。

て
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

葉
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
十
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

て
会
員
は
、
年
敏
三
千
円
の
会
費
ハ
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
五
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

平
成
三
(
一
九
九
一
)
年
三
月
十
日
印
刷

平
成
三
(
一
九
九
一
)
年
三
月
十
五
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

一T川
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

8
5
一
一
一
八
八
|
一
=
二

(
内
線
五

O
一
こ
)

葉

皐

曾

代
表
者
小
島
憲
之

振
替
大
阪

O
I
二
九
一
四
七
番

静
市
市
原
町

2
0
1
6地

在

編
集
・
発
行

一T叩
引

発
売
一
騨
務
取
扱
大

印

刷

閑

朗

舎



平
成
三
年
三
月
十
五
日
発
行

葉

七
百
五
十
円


